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法人会 

平成25年9・10月号 

【第450号】 

● 蒲田税務署 

 ◆人事異動発令される 

 ◆署長着任・離任のあいさつ 

● 税務ニュース 

● 法人会コーナー   

 ◆青年部会視察研修会 

 ◆青年部会イブニングセミナー 

 ◆会計・電子申告講座 
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 ◆蒲田優申会総会　ほか 

● 経営時評／疋田文明 

● 部下を育て戦力化する要諦 

● ラフォーレ倶楽部 

● 都税だより 

● 私のすすめる店／読者のひろば 

● デスクサイド 

表紙スケッチについて 

　東急下丸子駅前の景色です。7月の終わりの午後にスケッチしました。 

　画面右が改札口で、道路の左側に大田区民プラザがあります。 

　駅舎とホームを描きたくて、駅の周辺を歩きましたが、結局、この場所にしました。 

　街路灯とコーヒー店の建物横の電柱、お弁当屋さんの旗は省略して、すっきりと

夏を感じるよう心掛けて見ました。 

何か物足りなさを感じながら描いていたら、空の雲が薄く見え、さらに凝視すると

淡いピンク色が感じられました。 

　雲を強調して塗ったら入道雲のようになってしまいました。 



1 ●法人かまた 

氏 名  役 　 職  前 任 地  

〔敬称略〕 

異動等された方々 

新体制（着任・留任） 

異動等された方々 

新体制（着任・留任） 

氏 名  役 　 職  新 任 地 等  

菊 池 　 忠 良 

後 藤 　 一 徳 

太 田 　 和 三 

水 野 　 清 孝 

大 溪 　 芳 彦 

谷 口 　 武 司 

高 槻 　 靖 子 

署　長 

副署長（総務・個人担当） 

特別国税調査官（法人調査担当） 

特別国税調査官（法人調査担当） 

法人課税第1部門　統括官 

法人課税第4部門　統括官 

総務課　課長補佐 

退　職 

熊本西署　特別国税調査官（個人調査坦当） 

立川署　特別国税調査官（法人調査担当） 

退　職 

東京国税局　課税第二部　法人税課　課長補佐 

本郷署　法人課税第5部門　統括官 

小田原署　総務課　課長補佐 

渡 邊 　 宏 幸 

荒 井 　 　 聡 

澤 田 　 　 温 

堀 澤 　 信 一 

上 村 　 孝 幸 

松 本 　 光 生 

小 林 　 正 人 

宮 園 　 公 徳 

渡 邊 　 信 郎 

江 川 　 正 流 

池 森 　 信 雄 

村 松 　 　 勝 

坂 井 　 勝 己 

中 田 　 昌 宏 

飯 塚 　 敬 子 

海 辺 　 久 信 

金 須 ま り 子 

吉 村 　 　 　 

署　長 

副署長（管理運営・法人担当） 

副署長（総務・個人担当） 

特別国税調査官（法人調査担当） 

総務課長 

特別国税調査官（法人調査担当） 

法人課税第1部門　統括官 

法人課税第2部門　統括官 

法人課税第3部門　統括官 

法人課税第4部門　統括官 

法人課税第5部門　統括官 

法人課税第6部門　統括官 

審理専門官（法人税審理事務担当） 

法人課税第1部門　連絡調整官 

総務課　課長補佐 

法人課税第1部門　上席調査官（審理担当） 

法人課税第1部門　上席調査官（消費税・印紙税担当） 

法人課税第2部門　上席調査官（源泉審理担当） 

大阪派遣主任監察官 

江戸川北署　副署長（法人担当） 

留　任 

平塚署　副署長（管理運営・法人担当） 

留　任 

東京国税局　調査第二部　主査 

東京国税局　課税第一部　課税総括課　総括主査 

留　任 

留　任 

東京国税局　課税第二部　資料調査第1課　実査官 

留　任 

留　任 

留　任 

留　任 

東京国税局　総務部　事務管理第三課　係長 

留　任 

留　任 

留　任 

蒲田税務署 

人事異動発令される 人事異動発令される 
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初
秋
の
候
、
公
益
社
団
法
人
蒲
田
法

人
会
の
皆
様
方
に
は
、
益
々
ご
清
栄
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
大
阪

国
税
局
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た

渡
邊
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
菊
池
署

長
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
 

　
渡
　
会
長
を
は
じ
め
蒲
田
法
人
会
の

役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
全
般

に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
 

　
蒲
田
法
人
会
は
、
昭
和
二
十
四
年
の

創
設
以
来
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
、

適
正
な
申
告
納
税
制
度
の
確
立
と
納
税

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
正
し
い
税

知
識
の
普
及
や
啓
発
活
動
に
熱
心
に
取

り
組
ま
れ
、
企
業
経
営
と
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
団

体
で
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
昨
年
四
月
に
公
益
社
団
法
人

へ
移
行
さ
れ
、
地
域
に
密
着
し
た
公
益

性
の
高
い
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
私
ど
も
蒲
田
税
務
署
と
し
て
も

誠
に
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
 

　
今
後
も
、
緊
密
な
協
調
関
係
を
維
持

し
つ
つ
、
可
能
な
限
り
法
人
会
活
動
に

協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
充
実
し
た
事
業

活
動
を
展
開
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
さ
て
、
近
年
の
税
務
行
政
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
経
済
の
国
際
化
・
高
度
情

報
化
な
ど
に
よ
り
さ
ら
に
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
行
政
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
、
更
な
る
透
明
性
、
効

率
性
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
私
ど
も

は
国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
税
務
行
政
を

行
う
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

「
適
正
・
公
平
な
課
税
の
実
現
」
「
信

頼
さ
れ
る
税
務
行
政
の
確
立
」
「
納
税

者
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
」
に
向
け

て
、
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
 

　
特
に
、
国
税
庁
が
最
重
要
課
題
の
一

つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
e
‐

T
a
x
に
つ
き
ま
し
て
、
蒲
田
法
人
会

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
役
員
の
皆
様
を

は
じ
め
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
多
大

な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
本

誌
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も
、
納
税
者
の
皆
様
の
利

便
性
の
向
上
及
び
事
務
の
効
率
化
に
向

け
普
及
・
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
公
益
社
団
法

人
蒲
田
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会

員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、

事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
 

蒲田税務署　署長 

渡邊  宏幸 

着
任
の
あ
い
さ
つ
 

　
初
秋
の
侯
、
公
益
社
団
法
人
蒲
田
法

人
会
の
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に

は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
 

　
さ
て
、
私
こ
と
、
去
る
七
月
九
日
付

け
を
も
ち
ま
し
て
、
蒲
田
税
務
署
を
最

後
に
、
こ
の
思
い
出
深
い
税
務
の
職
場

を
去
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
昨
年
の
七
月
に
着
任
し
て
か
ら
一
年

間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
渡
　
会
長
を
始
め
、
役
員
並
び

に
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
税
務
行
政
全

般
に
わ
た
り
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
大
変
充
実
し
た

一
年
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
誌
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
着
任
直
後
に
開

催
さ
れ
た
「
サ
マ
ー
税
ミ
ナ
ー
ル
」
に

始
ま
り
、
租
税
教
室
及
び
各
種
研
修
会

の
開
催
、
ま
た
、
確
定
申
告
期
間
中
に

お
け
る
横
断
幕
の
設
置
な
ど
、
納
税
意

識
の
向
上
に
寄
与
す
る
様
々
な
事
業
を

展
開
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
事

業
活
動
も
大
変
充
実
し
て
お
り
、
ま
た
、

毎
回
多
数
の
会
員
の
皆
様
が
積
極
的
に

会
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
と
こ

ろ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
大
変
心
強
く

感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
 

　
今
後
の
活
動
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

税
務
行
政
の
良
き
理
解
者
と
し
て
、
な

お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
 

　
最
後
に
、
公
益
社
団
法
人
蒲
田
法
人

会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様

方
の
ご
健
勝
、
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
お
別
れ
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

前蒲田税務署　署長 

菊池  忠良 

離
任
の
あ
い
さ
つ
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◆　お車でのご来場はご遠慮ください。  
◆　年末調整に必要な諸用紙は、説明会場で配布いたします。 
　なお、説明会当日の混雑の緩和のため、給与支給人員100人以上の方につきましては、国税
関係用紙を11月1日（金）午前10時～午後3時の間に、蒲田税務署において配布いたします。（税
務署から送付される「出席票兼関係用紙請求書」に、あらかじめ請求枚数等をご記入の上、ご
持参願います。）  
◆　年末調整に必要な諸用紙（扶養控除等（異動）申告書など）は、国税庁ホームページ
(http://www.nta.go.jp) の「申請・届出様式」からも入手することができます。 

年末調整等説明会の開催のお知らせ 
　本年も年末調整の時期となりました。税務署及び区役所では、年末調整のしかた並びに法定調書・

給与支払報告書の作成と提出方法などの事務手続きを円滑に行っていただくため、下記の日程に

て説明会を開催いたします。 

　なお、説明会では「年末調整のしかた」などを用いて説明いたしますので、関係書類等をご持

参の上、ご来場願います。 

※　対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席されても差し支えありません。 

年末調整等説明会の開催のお知らせ 

● 用紙配布　　午後1時00分～1時45分 

● 説 明 会　　午後1時45分～4時30分 

開 催 日  11月5日 
（火） 

11月6日 
（水） 

開 催 時 間 

蒲　田　　東蒲田 

蒲田本町　南蒲田 

東糀谷　　仲六郷 

西糀谷　　北糀谷 

萩　中　　羽　田　 

羽田旭町　羽田空港　 

本羽田　　東六郷 

南六郷 

大田区産業プラザ 
南蒲田1－20－20

説明会会場 
大田区民センター 
新蒲田1－18－23

11月13日 
（水） 

下丸子　　多摩川 

矢　口　　東矢口 

新蒲田　　西蒲田　 

西六郷 

対 象 地 域 
（※） 
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社団法人 

目
指
せ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
！
 

町
工
場
の
力
で
先
端
技
術
を
築
く
〜
下
町
ボ
ブ
ス
レ
ー
開
発
へ
の
道
〜
 

　
三
年
目
を
迎
え
た
イ
ブ
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
、
今
期
一
回
目
が

六
月
十
八
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
師
に
は
、
大
田
ブ
ラ
ン

ド
・
下
町
ボ
ブ
ス
レ
ー
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
委
員
長
を

務
め
ら
れ
て
い
る
㈱
マ
テ
リ
ア

ル
の
細
貝
淳
一
社
長
を
お
迎
え

し
て
、
下
町
ボ
ブ
ス
レ
ー
の
こ

れ
ま
で
の
苦
労
と
今
後
の
期
待

と
夢
を
伺
い
ま
し
た
。
 

　
二
〇
一
一
年
秋
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
大
田
区
の
製
造
産
業

の
底
力
を
海
外
に
も
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
意

図
も
あ
り
、
ま
ず
は
区
内
の
会
社
だ
け
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
 

　
「
も
し
海
外
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
あ
っ
て

も
『
ま
ず
は
断
る
！
』
だ
っ
て
カ
ッ
コ
い

い
で
し
ょ
！
」
こ
の
言
葉
に
心
意
気
を
感

じ
ま
し
た
。
今
、
町
工
場
の
多
い
大
田
区

は
自
信
と
誇
り
を
失
い
つ
つ
あ
る
気
が
し

ま
す
。
そ
の
中

で
、
世
界
へ
の

ア
ピ
ー
ル
手
段

と
し
て
ボ
ブ
ス

レ
ー
に
な
っ
た

経
緯
か
ら
は
チ

ー
ム
大
田
区
、

日
本
の
職
人
魂

が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
 

　
試
行
錯
誤
を

重
ね
な
が
ら
、
『
ま
さ
に
奇
跡
的
』
な
滑

走
や
タ
イ
ム
を
順
調
に
出
し
て
き
ま
し
た
。

選
手
は
一
般
募
集
で
選
出
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
大
柄
な
外
国
人
選
手
と
戦
え

る
体
格
の
日
本
人
選
手
が
い
な
い
と
の
こ

と
で
、
欧
米
で
は
『
氷
上
の
F
l
』
と
も

称
さ
れ
る
ほ
ど
人
気
の
ボ
ブ
ス
レ
ー
も
、

日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
と
い
う
の
が
実
状
だ

そ
う
で
す
。
 

　
下
町
ボ
ブ
ス
レ
ー
は
、
来
年
の
ソ
チ
五

輪
に
出
場
し
よ
う
と
創
意
工
夫
や
戦
績
を

積
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
同
じ
区
民
と

し
て
絶
対
に
夢
を
叶
え
、
下
町
の
底
力
を

国
内
外
に
示
し
て
ほ
し
い
で
す
し
、
応
援

し
て
参
り
ま
す
。
 

　
青
年
部
会
で
は
今
後
も
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
を
は
じ
め
、
サ
マ
ー
税
ミ
ナ
ー
ル

（
八
月
二
十
四
日
）
を
開
催
し
、
公
益
事

業
を
通
じ
て
皆
様
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。
 

　
よ
り
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
お
待
ち
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
 

〈
部
会
長
　
小
田
川
幸
生
　
記
〉
 

「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
 

　
　
　
　
　
　
　
し
た
い
会
社
」
 

　
七
月
十
二
日
、
一
泊
二
日
で

初
夏
の
信
州
「
日
本
で
い
ち
ば

ん
大
切
に
し
た
い
会
社
」
と
養

命
酒
・
駒
ヶ
根
工
場
視
察
へ
行

っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
午
前
八
時
に
蒲
田
を
バ
ス
に

て
出
発
、
最
初
の
訪
問
地
で
あ

る
「
か
ん
て
ん
ぱ
ぱ
ガ
ー
デ
ン
」

へ
。
こ
こ
は
伊
那
食
品
工
業
㈱

と
い
う
寒
天
を
製
造
・
販
売
し

て
い
る
会
社
で
す
。
昼
食
後
に
会
社
内
を

案
内
し
て
頂
き
、
ビ
デ
オ
等
を
見
な
が
ら

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
は
「
会

社
は
社
員
の
た
め
に
あ
る
」
と
い
う
考
え

の
も
と
様
々
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
て

社
員
の
方
々
も
率
先
し
て
会
社
の
た
め
に

動
く
よ
う
に
な
っ
て
W
i
n
‐
W
i
n
の

関
係
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
自
分
も

他
人
も
信
頼
し
て
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
し
た
お
話
で
し
た
。
 　

そ
の

後
、
各

自
お
土

産
を
買

い
、
次

の
養
命

酒
・
駒

ヶ
根
工

場
へ
。

こ
ち
ら

で
は
養

命
酒
の

歴
史
か

ら
製
造
な
ど
に

つ
い
て
伺
っ
て

き
ま
し
た
。
昔

は
出
来
上
が
る

ま
で
二
三
〇
〇

日
掛
か
っ
た
そ

う
で
、
今
か
ら

考
え
る
と
先
が

遠
く
な
る
思
い

が
し
ま
す
。
養

命
酒
以
外
に
も
リ
キ
ュ
ー
ル
や
み
り
ん
な

ど
が
あ
り
、
各
自
お
土
産
を
買
い
、
工
場

を
後
に
し
ま
し
た
。
 

　
ホ
テ
ル
に
着
い
て
一
休
み
後
、
地
元
で

美
味
し
い
と
評
判
の
中
華
料
理
店
で
ボ
リ

ュ
ー
ム
満
点
の
夕
食
を
楽
し
く
頂
き
、
そ

の
後
も
駒
ヶ
根
の
夜
を
楽
し
ん
だ
方
々
も

い
ま
し
た
。
 

　
二
日
目
は
朝
八
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
。

一
時
間
待
ち
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
り
、

景
色
を
堪
能
し
な
が
ら
千
畳
敷
へ
。
天
候

は
曇
り
で
霧
が
掛
か
っ
て
い
た
た
め
残
念

な
が
ら
景
色
は
よ
く
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
日
も
暑
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
こ
は

標
高
二
五
〇
〇
m
以
上
の
た
め
気
温
は
十

℃
以
下
で
少
々
寒
い
く
ら
い
で
し
た
。
 

　
約
三
十
分
の
散
策
を
楽
し
み
下
山
し
て

昼
食
後
、
各
自
「
光
前
寺
」
を
散
策
し
帰

路
に
着
き
ま
し
た
。
 

　
人
と
の
繋
が
り
か
ら
自
然
の
広
大
さ
や

恵
み
な
ど
を
感
じ
る
こ
と
の
出
来
た
、
充

実
し
た
視
察
研
修
の
二
日
間
で
し
た
。
 

〈
副
部
会
長
　
岩
佐
憲
治
　
記
〉
 

下町ボブスレープロジェクトへの想いを熱く語る細貝社長 

部会長との質疑応答にも熱が入ります 

第1回イブニングセミナー開催 

視 察 研 修 会  

を
視
察
 

会 部 年 青 会 部 年 青 会 部 年 青 
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社団法人 

◆支部名 

蒲田 

南蒲田 

蒲田西口 

西六郷 

仲六郷 

管外 

◆法人名 

㈱ＳＹＳコーポレーション 

㈲エビスシート産業 

㈱とんぱた亭 

㈲スズテックシステム 

ファミケア㈱ 

㈱ファーストモータース 

◆住所 

蒲田1-12-19 

南蒲田2-9-17 

西蒲田8-3-8-511 

西六郷4-30-16 

仲六郷2-16-7 

仲池上2-10-11

◆業種 

金属製品製造業 

その他の繊維製品製造業 

飲食業 

空調保守 

生損保代理店 

製造業 

新入会員の皆さまです　  平成25年6月～7月（支部順） 

　
六
月
五
日
（
水
）
羽
田
空

港
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
ホ
ー
ル
に

お
い
て
第
三
十
九
回
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。
 

　
当
日
は
、
蒲
田
税
務
署
の

菊
池
署
長
を
は
じ
め
幹
部
の

方
々
が
ご
臨
席
さ
れ
、
会
員

四
十
五
名
が
出
席
し
た
。
 

　
総
会
は
、
石
井
会
長
が
議

長
と
な
り
、
提
出
さ
れ
た
各

議
案
が
審
議
さ
れ
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
。
第
5
号
議
案

の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
左
記
の
新
役
員
が
選

出
さ
れ
た
。
 

　
六
月
二
十
日
（
木
）
蒲
田
法
人
会

館
六
階
研
修
室
に
お
い
て
、
仕
訳
入

力
か
ら
帳
簿
作
成
・
決
算
書
作
成
ま

で
の
流
れ
を
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の

体
験
講
座
を
開
催
し
た
。
 

　
講
師
は
、
㈱
シ
ン
ク
キ
ュ
ー
ブ
の

中
川
樹
一
郎
氏
。
 

　
会
計
ソ
フ
ト
「
勘
定
奉
行
i
8
」

を
用
い
、
電
子
申
告
e
‐
T
a
x
、

e
L
T
A
X
へ
の
簡
単
自
動
連
携
、

操
作
方
法
な
ど
も
体
験
、
中
川
講
師

の
分
か
り
や
す
い
説
明
に
受
講
者
は

熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
た
。
 

※
ご
存
知
で
す
か
、
e
‐
T
a
x
の

特
典
！
 

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
（
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
）
で
申

告
書
を
作
成
し
そ
の
ま
ま
提
出
で

き
ま
す
。
 

●
一
定
の
添
付
書
類
の
提
出
が
省
略

で
き
ま
す
。
 

●
還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
（
三
週
間

程
度
に
短
縮
）
。
 

◆
法
人
名
 

大
塚
鉄
工
㈱
 

東
洋
鍛
工
㈱
 

森
田
砂
利
㈱
 

㈱
古
川
精
機
製
作
所
 

大
関
ジ
ョ
イ
テ
ッ
ク
㈱
 

㈱
防
災
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
 

㈱
整
電
社
 

◆
氏
　
名
 

大
塚
　
恭
弘
 

齋
藤
　
晴
司
 

森
田
　
光
　
 

宮
澤
　
正
憲
 

関
　
　
重
徳
 

橋
田
　
繁
一
 

鈴
木
さ
と
美
 

◆
役
職
名
 

会
　
　
長
 

副
会
長
 

監
　
　
事
 

幹
　
　
事
 

幹
　
　
事
 

幹
　
　
事
 

幹
　
　
事
 

新役員の皆様 （敬称略） 
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会
計
・
電
子
申
告
講
座
開
催
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経営ジャーナリスト 

疋田 文明 

評 時 営 経 評 時 営 経 

　
産
業
能
率
大
学
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
上
場
企
業
の
課
長
さ
ん
た
ち

の
一
番
の
悩
み
は
、
「
部
下
が
な

か
な
か
育
た
な
い
」
こ
と
だ
と
い

う
。
た
だ
、
こ
の
悩
み
は
、
中
堅

管
理
職
者
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

企
業
そ
の
も
の
が
抱
え
る
問
題
点

と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
 

　
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
、
部
下
は
育

つ
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
、
一
番
実

践
的
だ
と
思
う
の
は
、
小
林
一
三
の

教
え
だ
。
小
林
は
、
阪
急
電
鉄
を
手

始
め
に
次
々
と
会
社
を
起
こ
し
た
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
後
継
社
長
に
、
み

ず
か
ら
育
て
た
人
材
を
登
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
後
継
者
が
育
た
な
く
て

苦
労
し
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
。
小

林
流
の
人
材
育
成
法
と
は
い
か
な
る

も
の
な
の
か
。
小
林
は
自
著
の
中
に

人
材
育
成
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。
 

  　
「
適
材
を
適
所
に
置
く
と
い
う
こ

と
は
口
で
は
簡
単
に
言
え
る
け
れ
ど
、

そ
ん
な
に
適
材
な
ど
転
が
っ
て
い
る

も
の
で
は
な
い
。
責
任
を
持
た
せ
て
、

ど
し
ど
し
仕
事
を
さ
せ
る
こ
と
が
一

番
だ
。
無
理
に
尻
ぺ
た
を
叩
い
て
追

い
使
う
こ
と
だ
。
使
い
ま
わ
す
う
ち

に
、
大
概
の
若
い
人
に
は
何
で
も
出

来
る
よ
う
に
な
る
も
の
と
信
じ
て
、

そ
の
主
義
を
実
行
し
て
い
る
―
―
中

略
―
―
活
か
し
て
人
を
使
う
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
の
人
に
責
任
を
自
覚
さ

せ
て
重
く
用
い
る
と
い
う
こ
と
が
、

一
番
間
違
い
な
い
方
法
だ
と
信
じ
て

い
る
」
 

　
仕
事
を
任
せ
る
こ
と
で
人
は
育
つ
、

と
す
る
小
林
の
人
材
育
成
法
は
実
践

的
だ
。
適
材
適
所
な
ど
と
理
想
論
を

い
わ
な
い
と
こ
ろ
が
い
い
。
と
こ
ろ

が
多
く
の
経
営
者
や
部
下
を
持
つ
管

理
職
は
、
み
ず
か
ら
育
て
る
努
力
も

し
な
い
ま
ま
に
、
適
材
が
い
な
い
、

部
下
が
育
た
な
い
と
嘆
き
、
責
任
を

採
用
担
当
に
転
嫁
し
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

　
た
だ
し
、
今
の
時
代
に
は
小
林
流

だ
け
で
は
無
理
が
あ
る
こ
と
も
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
明
治
六
年
生
ま
れ

の
小
林
さ
ん
が
、
企
業
家
と
し
て
活

躍
し
た
の
は
大
正
初
期
か
ら
終
戦
直

後
ま
で
だ
。
小
林
さ
ん
の
時
代
に
は
、

重
用
す
れ
ば
意
気
に
感
じ
て
期
待
に

応
え
て
く
れ
る
人
材
が
多
々
い
た
に

違
い
な
い
。
し
か
し
、
今
は
違
う
。

う
ま
く
育
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
が
、

ほ
と
ん
ど
は
期
待
の
重
み
に
耐
え
か

ね
て
つ
ぶ
れ
る
か
、
重
用
さ
れ
た
こ

と
で
天
狗
に
な
っ
て
し
ま
う
か
の
ど

ち
ら
か
だ
ろ
う
。
 

  　
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

重
用
し
任
せ
る
ば
か
り
で
は
ダ
メ
で
、

見
守
る
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。

サ
ン
ト
リ
ー
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
「
や

っ
て
み
な
は
れ
」
だ
が
、
中
興
の
祖
、

佐
治
敬
三
さ
ん
は
、
幹
部
社
員
に
は
、

「
や
ら
せ
て
、
み
て
な
は
れ
」
と
言

っ
て
い
た
と
聞
く
。
「
見
守
っ
て
あ

げ
な
い
と
育
た
な
い
よ
う
な
ひ
よ
わ

な
人
材
で
は
困
る
」
と
の
声
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
だ
が
、
そ
れ
が
現
実
だ

と
理
解
し
て
ほ
し
い
。
い
ま
は
、
家

庭
で
も
学
校
で
も
き
つ
く
叱
ら
れ
た

経
験
が
な
く
、
責
任
を
問
わ
れ
る
こ

と
の
な
い
生
活
を
送
っ
て
き
た
人
間

が
圧
倒
的
に
多
い
。
い
ま
い
る
人
間

を
な
ん
と
か
育
て
た
い
と
思
う
の
な

ら
、
任
せ
て
見
守
る
こ
と
を
厭
わ
な

い
で
い
た
だ
き
た
い
。
 

　
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
、
部
下
に

仕
事
を
任
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
上

司
が
多
い
。
な
ぜ

部
下
に
仕
事
を
任

せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
 

　
一
般
的
に
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
は
、
仕
事
を
実
践
す
る
に

際
し
て
必
要
な
知
識
、
情
報
、
ス
キ

ル
等
々
を
暗
黙
知
と
し
て
蓄
積
し
て

い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
自
分
が
こ
れ

ま
で
や
っ
て
き
た
仕
事
を
部
下
に
任

せ
る
た
め
に
は
、
こ
の
暗
黙
知
を
一

度
整
理
し
な
い
と
い
け
な
く
な
っ
て

く
る
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
暗
黙
知
を

形
式
知
化
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な

い
の
だ
が
、
こ
れ
が
で
き
て
い
な
い

が
た
め
に
、
教
え
る
の
に
時
間
が
か

か
り
、
結
果
と
し
て
任
せ
き
れ
な
い

の
だ
。
優
秀
な
上
司
ほ
ど
、
自
分
で

や
っ
た
方
が
早
い
と
考
え
て
、
教
え

る
時
間
を
惜
し
ん
で
し
ま
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
で
は
、
人
は

育
た
な
い
。
 

　
「
自
分
な
ら
五
分
で
や
れ
る
仕
事

を
、
五
時
間
か
け
て
部
下
に
教
え
る

こ
と
の
意
義
を
考
え
ろ
」
 

　
こ
れ
は
、
著
名
な
ス
ポ
ー
ツ
選
手

を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
と
い
う
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
り
あ
げ
た
、
マ

ー
ク
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
の
著
書
『
ハ

ー
バ
ー
ド
で
は
教
え
な
い
実
践
経
営

学
』
の
一
節
だ
。
五
時
間
を
惜
し
む

こ
と
の
損
失
は
、
計
り
知
れ
な
い
ほ

ど
大
き
い
と
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

逆
に
、
五
分
で
で
き
る
こ
と
を
五
時

間
か
け
て
教
え
、
仕
事
を
任
せ
る
こ

と
で
出
て
く
る
成
果
は
、
限
り
な
く

大
き
い
の
だ
。
 

評 時 営 経 評 時 営 経 
任
せ
て
見
守
る
こ
と
で
人
材
は
育
つ
 

や
ら
せ
て
、
み
て
な
は
れ
 

小
林
一
三
の
人
材
育
成
法
 



7 ●法人かまた 



●法人かまた 8



9 ●法人かまた 



●法人かまた 10

【お問い合わせ先】 減免に関すること 大田各都税事務所固定資産税係・不動産取得税係 （03－3733－2411） 
  品川都税事務所個人事業税係 （03－3774－6666） 
 猶予に関すること 大田各都税事務所徴収管理係 （03－3733－2411） 

【お問い合わせ先】 
主税局総務部総務課相談広報係　電話03（5388）2924

6月にお送りした納付書により、9月30日（月）までにお納めください。 

　台風や集中豪雨、火災などで甚大な被害を受けた方には、一度課税された税金のうち、まだ納期限が到来して
いない税金を、被災の程度等によって減免する制度があります。 

　また、被災により、都税を一度に納めることができない場合には、納税を猶予する制度があります。なお、納
税の猶予を受ける場合にも、申請が必要となります。 

＜ご利用になれる納付方法＞ 
◆　金融機関・郵便局・都税事務所・都税支所・支庁の窓口 
〇　一部、都税の取扱いをしていない金融機関があります。 
◆　口座振替 
◆　コンビニエンスストア 
○　納付書１枚あたりの合計金額が30万円までのものに限ります。 
○　一部、都税の取扱いをしていないコンビニエンスストアがあります。ご利用になれるコンビニエンスストアにつ
いては、納付書の裏面をご確認ください。 

◆　金融機関・郵便局のペイジー対応のＡＴＭ、インターネットバンキング、モバイルバンキング 
○　一部、都税の取扱いをしていない金融機関があります。 
○　　（ペイジーマーク）の入っている都税の納付書をお持ちの場合に限ってご利用できます。 
○　領収証書は発行されません（領収証書が必要な方は、金融機関等の窓口またはコンビニエンスストアでご納付く
ださい。）。 

○　新規にインターネットバンキングやモバイルバンキングで納付する方は、事前に金融機関への利用申込みが必要
です。 

○　システムの保守点検作業時には、一時的にご利用できない場合があります。詳しくは主税局ホームページ 
　　（http://www.tax.metro.tokyo.jp/）「都税の納税等について」をご覧ください。 

固定資産税・都市計画税の納付には、安心便利な口座振替をご利用ください。 
お申込みは、口座振替を開始しようとする月の前月の10日までに、口座振替依頼書（ハガキ式のもの）に必要事項
を記入の上、ポストに投函していただくか、預（貯）金通帳、通帳届出印、納税通知書をご持参のうえ、金融機関
または郵便局の窓口へお願いいたします。 
（平成25年11月11日（月）までにお申込みいただくと、12月の第3期分から口座振替をご利用いただけます。 

＜口座振替のお問い合わせ先＞　主税局徴収部納税推進課口座振替係（03-5912-7520） 

＜災害による被害の例＞ 

●台風、集中豪雨による崖崩れ、家屋損壊、床上浸水 

●火災による焼失　 

●地震による損壊　など 

※一定程度以上、被災していることが要件です。  

＜減免の対象となる都税＞ 

固定資産税・都市計画税（23区内）、不動産取得税、個人事業税　など  

＜減免を受けるための手続き＞ 

減免を受けるためには、納期限までに、納税者ご本人からの申請が必要です。 

被災された方は、区市町村（火災の場合は消防署）で発行する「り災証明書」など、被災の事実を証明する書類

を添えて、都税事務所まで申請してください。 
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株式会社アスクシステム 
■　場　　所：大田区矢口1－9－18－102 
■　電　　話：03－6459－8656 
■　営業時間：9：00～18：00 
■　定 休 日：土日祝日 

　
私
の
紹
介
す
る
会
社
は
、
多
摩
川
線
武
蔵
新
田

駅
か
ら
徒
歩
五
分
に
あ
る
、
株
式
会
社
ア
ス
ク
シ

ス
テ
ム
で
す
。
店
舗
や
会
社
の
事
務
所
は
も
と
よ

り
、
一
般
住
宅
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
器
・
防
犯
カ

メ
ラ
の
販
売
・
設
置
を
行
う
会
社
で
す
。
 

　
昨
今
、
防
犯
意
識
が
高
ま
り
、
商
店
街
等
で
も

防
犯
カ
メ
ラ
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

社
員
の
皆
さ
ん
は
安
心
・
安
全
を
提
供
す
る
こ
と

に
誇
り
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
 

　
ま
た
、
防
犯
設
備
士
と
い
う
資
格
を
持
つ
方
が

侵
入
犯
や
強
盗
の
手
口
等
も
熟
知
し
た
上
で
、
ど

の
よ
う
な
機
器
が
必
要
か
な
ど
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。
 

　
社
長
さ
ん
は
、
若
く
と
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

で
、
社
員
の
皆
さ
ん
の
先
頭
に
立
ち
、
第
一
線
で

活
躍
さ
れ
て
ま
す
。

ま
た
、
社
員
の
皆

さ
ん
も
平
均
年
齢

三
十
四
歳
と
若
さ

溢
れ
る
会
社
で
す
。
 

　
防
犯
に
関
し
て

不
安
に
思
う
こ
と

が
あ
れ
ば
、
な
ん

で
も
相
談
に
乗
っ

て
く
れ
る
と
の
事

で
す
。
 

〈
松
島
　
巖
　
記
〉
 

東急多摩川線 

←多摩川 

ココ 
武蔵新田駅 

環状八号線  

←田園調布 

蒲田→ 

栗原医院 
● 

●城南信金 

日経新聞● 
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デスクサイド 
　
秋
の
訪
れ
は
ま
だ
遠
く
、
寝
苦
し
い
日
々
が
続

く
こ
の
季
節
は
、
山
も
海
も
賑
わ
う
中
、
想
定
も

し
な
い
悲
し
い
事
故
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
変
質
者
に
よ
る
通
り
魔
事
件
、
放
火
事

件
、
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
や
児
童
の
自
殺
等
も
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
他
に
も
ス
リ
・
万
引
き
・
酒
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等

の
中
毒
症
や
、
メ
ー
ル
や
携
帯
等
で
交
わ
さ
れ
る

他
人
を
傷
つ
け
る
行
為
が
、
大
人
か
ら
小
中
学
生

の
間
に
ま
で
拡
が
り
、
登
校
拒
否
に
陥
る
子
供
た

ち
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
夏
休
み
が
終
わ
る
と
、
家
庭
や
学
校
で
は
対
応

が
出
来
ず
、
児
童
相
談
所
に
入
所
す
る
例
も
多
い

で
す
。
 

　
せ
っ
か
く
の
長
い
夏
休
み
、
子
供

た
ち
と
時
間
の
共
有
を
図
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
一
緒
に
テ
レ
ビ
を
見
る
、

一
緒
に
食
事
を
す
る
だ
け
で
も
良
い

の
で
す
。
 

　
近
く
に
い
る
安
心
感
が
あ
る
だ
け

で
も
悲
し
い
問
題
が
軽
減
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
Ｋ
・
Ｈ
〉
 

夏にご用心 

 

 

9月5日（木）14：00～16：30 

● 税制セミナー「消費税の円滑適正な転嫁・価格表示に向けて」 大田区産業プラザ6F 

9月6日（金）13：30～16：00 

● 新設法人説明会 法人会館4F 

9月9日（月）14：00～15：15 

● 健康セミナー「薬と上手につきあうために」 大田区産業プラザ6F 

9月12日（木）9：30～12：30 

● パソコン講習会① 法人会館4F 

9月13日（金）9：30～12：30 

● パソコン講習会② 法人会館4F 

9月26日（木）13：30～16：00 

● 会計・電子申告研修会「かんたんパソコン会計入門」 法人会館4F 

9月27日（金）18：15～20：30 

● 第1・2ブロック合同税務研修会 大田区産業プラザ4F 

9月4日（水）16：00～ 

■ 総務組織委員会 法人会館5F 

9月12日（木）14：00～14：45 

■ 常任理事会 大田区産業プラザ6F 

9月12日（木）15：00～16：30 

■ 理事会 大田区産業プラザ3F 

9月18日（水）16：00～ 

■ 女性部会役員会 法人会館5F 

 

 

10月2日（水）13：30～ 

● 簿記講習会① 法人会館4F 

10月3日（木）14：00～16：30 

●経営セミナー「大手に負けない！逆転の法則で利益3倍を目指せ!!」 大田区産業プラザ 

10月7日（月）14：00～16：30 

● 社会保険研修会「社会保険・労働保険手続きの書き方」 大田区産業プラザ 

10月7日（月）13：30～ 

● 簿記講習会② 法人会館4F 

10月8日（火） 

● チャリティーゴルフ大会 佐倉カントリー倶楽部 

10月9日（水）13：30～ 

● 簿記講習会③ 法人会館4F 

10月10日（木）14：00～17：00 

● パソコン講習会① 法人会館4F 

10月10日（木）18：15～20：30 

● 第3ブロック税務研修会 大田区産業プラザ4F 

10月11日（金）13：30～16：00 

● 決算法人説明会 蒲田税務署5F 

10月11日（金）14：00～17：00 

● パソコン講習会② 法人会館4F 

10月16日（水）13：30～ 

● 簿記講習会④ 法人会館4F 

10月18日（金）18：15～20：30 

● 第7ブロック税務研修会 大田区民プラザ地下1F 

10月18日（金）13：30～ 

● 簿記講習会⑤ 法人会館4F 

10月22日（火）13：30～ 

● 簿記講習会⑥ 法人会館4F 

10月24日（木）17：30～20：00 

● チャリティー寄席 大田区民ホール・アプリコ 

10月25日（金）18：15～20：30 

● 第4・5ブロック合同税務研修会 大田区産業プラザ4F 

10月25日（金）13：30～ 

● 簿記講習会⑦ 法人会館4F 

10月29日（火）13：30～ 

● 簿記講習会⑧ 法人会館4F 

10月22日（火）16：00～ 

■ 広報委員会 法人会館5F
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法人会 

推 進 運 動  推 進 運 動  

法人会 

お 願 い  

法人名、代表者・住所・電話番号等の変

更がございましたら蒲田法人会事務局ま

でご連絡をお願い致します。 

電話 3734－7300




